
平成 26 年度 第２回車両安全対策検討会 

平成 26 年 11 月７日 

 

 

    

「「「「5555----1111....内部突起内部突起内部突起内部突起    ((((UNUNUNUN----RRRR21212121 関係関係関係関係))))」」」」    

 

 

� 適用範囲 

乗車定員９人以下の乗用自動車

※

 

 ※自動車の型式指定の際に適用 

 

� 改正概要 

協定規則第 21 号を採用し、車室内の乗員保護のため、自動車の型式認証における車

室の内部突起に関する基準を拡大・強化。  

 

 

＜R21 の主な要件＞ 

 

 

 

� 改正時期 

平成 27 年１月（予定） 

 

� 適用時期 

新型車   ：平成 30 年１月 22 日以降（予定） 

継続生産車：平成 32 年１月 22 日以降（予定） 

安全－資料４－４ 

サンバイザ・コートハンガー等

曲率半径 3.2mm以上

【衝撃試験】

ヘッドフォーム速度 24.1㎞/h

減速度要件 ３ms-80G以下

ルーフ

曲率半径 5.0mm以上

突出量＞突出幅の場合 衝撃試験要

インストルメントパネル

曲率半径 2.5mm以上

【衝撃試験】

ヘッドフォーム速度 24.1㎞/h

減速度要件 ３ms-80G以下

計器板レベルライン下部

曲率半径 2.5mm以上

突出3.2～9.5mm 断面積2.0cm
２

以上

突出9.5mm以上 断面積6.5cm
２

以上

計器板レベルライン

その他明記されていない内装部品

曲率半径 5.0mm以上 または

表面が柔軟な材料でできている場合、衝撃試験

の結果、柔軟な表面に破損がないこと


